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本調査の背景 (仕様書及び基本計画より)

令和7年に開催される大阪・関西万博に向けては、昨年度に基本計画が策定され、万博開催に必要な
事業とその方針等が示される等、本格的な検討が始動
• 「People's Living Lab」のコンセプトの下、「SDGs達成・SDGs＋beyondやSociety 5.0実現」に

向けて、「未来社会の実験場」として、「地域経済活性化の起爆剤」になることを目指す
• また、世の中を変える動きを創り出す、これまでとは異なる万博(「万博2.0」)の実現を目指す

– 「モノを見せる」ではなく「コトを感じる」万博
– 「観る」万博から「参画し、共に創る」万博

本年は上記基本計画に従い、万博のコンテンツとなる具体的な事業や、目指す姿を実現する仕組み
作りを進める必要
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社会の要請/課題、大きなトレンドと具体的な進化の例
具体的な進化 (まとめ)

環境・エネルギー

持続的な社会の
実現
• 環境に優しい

エネルギー/商品
の生産/消費

GHG削減
技術

GHG吸収
技術

事例の登場

太陽電池/燃料電池で動くエコカー普及a3

a1

太陽光発電の高効率化a4

宇宙太陽光発電、超臨界地熱発電等、CO2排出の無い
大規模発電

a5

GHG排出量の少ない素材の利用や生産プロセスの変更a6

a7

a10

自治体/エリア単位でのカーボンニュートラルの達成a11

カーボン・リサイクルコンクリートによる道路ブロック普及

人口光合成技術の開発a8

GHG排出量
削減で行動を
変える消費者

• カーボンニュートラルに関心を
持つ消費者の増加

個人によるGHG排出量の少ない製品の選択

GHG排出量削減に対する取組みのブランド化a9

– GHGを回収・吸収
– 自然活用/再生
– CCUS (二酸化炭素貯留/活用)

海洋プラス
チックごみ

海洋プラスチックごみ対策技術の実現b1

カーボンニュートラルの実現
• カーボンニュートラル技術の発展

– GHG排出量削減
– 再生可能エネルギーの

拡大
– エネルギーの効率化/電動

化/燃料のクリーン化
– 生産/流通プロセスの改善
– 生産物のリサイクル/循環

その他の環境問題への対策の進展

• カーボンニュートラルの一部達成

太陽光発電の進化でZEH普及/家屋の発電所化
• 例) 外壁、窓ガラス等へ塗れる太陽電池 等

a

b

GHG排出を抑える建築方法の普及 (3Dプリンター等)a2

1. 社会の要請/課題 3. 具体的な進化 (例)2. 大きなトレンド

…

Source: 各種公開情報を基にBCG分析
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社会の要請/課題、大きなトレンドと具体的な進化の例

安全・快適・効率的
な移動

都市内移動のパーソナライズ化/

効率・快適化
• 新たな交通モード
• 利用者や交通の状況に応じた

案内
• 動力源の低環境負荷化 等

都市間移動の高速化
• 新たな駆動方式の超高速鉄道
• 新設計の超高速航空機 等

陸路

空路

"ヒト/モノ/情報" の
移動最適化

"ヒト/モノ/情報" の移動のバランス
変化
• ヒトに替わり、モノが移動
• 情報の移動により移動目的を

充足 等

モノの移動

情報の移動

陸路・空路をシームレスに移動する空飛ぶクルマa2

カーボンニュートラル対応の水素燃料電池船/水上交通a3

自動車のエンタテイメント空間化/車内のVRグラス化a4

b1 リニアモーターカーによる長距離輸送

時速約1,000kmのハイパーループb2

b3 世界の都市を結ぶ超音速旅客機

主要都市間を2時間以内で結ぶ宇宙旅客機b4

c3 遠隔ロボットでのテレイグジスタンス (建設/旅行 等)

リアル/バーチャルを融合するテレプレゼンス
(バーチャル会議/展示会 等)

c4

c2 無人店舗/医療設備等を移動提供する可動産モビリティ

自動運転車両/ロボット/ドローンでの無人デリバリーc1

a5

a1

マルチモーダルでのシームレスな移動のナビゲート

多目的に利用できる自動運転EV～中距離
(数km~)

～ラストマイル/
施設内

包摂的に移動を支援する自動運転パーソナルモビリティa6

新天地の開拓 d1

d2

宇宙/月への民間旅行

持続的な月探査を可能とする月面基地

宇宙

海洋/深海 d3 人が居住可能な海洋/海中都市

宇宙/海洋への進出拡大
• 新たな空間や資源の獲得
• 培われた技術の社会への還元等

a

b

c

d

1. 社会の要請/課題 3. 具体的な進化 (例)2. 大きなトレンド

モビリティ

Source: 各種公開情報を基にBCG分析
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社会の要請/課題、大きなトレンドと具体的な進化の例
具体的な進化 (まとめ)

食

飢餓問題
• 21世紀末人口

100億人超

環境問題

食の安心・安全

健康増進

食料の安全保障
• 食料自給率の

向上

テクノロジーを活用した環境負荷・人的負荷の低い農業

培養肉の実用化/高環境負荷な畜産の縮小

光合成能力増強による収穫量の飛躍的な向上

生簀のいらない海洋牧場、IoT海洋資源管理

流通過程の見える化/トレーサビリティ

食材購入の自動化(食材管理・購入の自動化、店舗のレジレス化)

a2

a1

a3

a4

a7

a5

a6

正確な需要予測による生産/流通量最適化

昆虫を活用した循環型フードサイクル確立
• 廃棄食材で昆虫を飼育し、家畜の飼料に活用

a9

a10

砂漠の農地化、月面農場等、厳しい環境での生産実用化

a

b

a8

食の循環プロセスの環境負荷・
人的負荷低減
• 生産) 生産工程の低炭素化/

自動化

• 流通) トレーサビリティ向上、
購入簡便化

完全自動植物工場による生産・輸送の効率化
• 小規模工場で居住地/近郊生産・地産地消化

• 廃棄) フードロスの削減、
廃食材の利活用

3Dプリンタの活用によるカスタマイズされた料理の提供

AI/XR/プロジェクションマッピングを活用した新たな食の楽しみ

口頭で注文を受け、客の要望に応じアレンジして調理するAIロボットシェフ
(ハラール対応 等)

健康状態を踏まえ、生体機能改善に繋がる食の自動提供
(免疫力Up、記憶力Up 等)

b1

b2

b3

b4

1. 社会の要請/課題 3. 具体的な進化 (例)2. 大きなトレンド

食事のパーソナライズ化・自動化
• 調理)

健康増進やエンタメ等との融合
調理自動化 等

Source: 各種公開情報を基にBCG分析
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前述の社会の要請/課題と大きなトレンドに対して、企業等が推進している取組みとして、
以下の具体的な進化の例が見られる
具体的な進化 (まとめ)

健康・医療

1. 社会の要請/課題 3. 具体的な進化 (例)2. 大きなトレンド

行動ログに基づく生活改善支援デバイス/アプリ
生体情報やニーズにあわせ栄養を補うパーソナライズサプリ

生体モニタリング技術の高度
化等を通じた健康増進、
及び未病の発症抑制の進展
• 日常的/非侵襲的な

モニタリング技術が進化

健康増進/

生活習慣病の予防、
及び未病の発症抑制
• 高齢化、肥満化

歩行を代替する自動運転パーソナルモビリティ
3Dプリントによる安価な義手/義足
本人の声を再現する音声合成ツール
脳波で操作可能なパワードスーツ

身体拡張による健康寿命伸長
• 再生医療等の医学の進化

に加え、身体能力の衰え/
欠損を補完する技術の
発展

良好な予後、
健康寿命の伸長

技術革新による医療の高度化
• デジタルを活用した医療

高度化
• 遺伝子治療、再生医療

等の医療技術進化

罹患時の適切な医療の
提供

デバイスによる日常的・定量的なストレスレベルのモニタリング

mRNA利用等新技術による短期間でのワクチン開発

発展途上国に衛生的な水をもたらす水処理技術

遠隔での診断・治療 (手術/医薬品提供 等)

慢性疾患の適時治療を行うビヨンド・ザ・ピルのスマホアプリ
ゲノム編集技術やiPS細胞等による再生医療
体内のモニタリング・制御を行う埋込みマイクロデバイス

AIによる診断・治療方針の提案ツール

生活習慣の改善

運動機能の
回復/補助

的確な診断

低負担で
治せる治療

ストレスの抑制

ワクチンの摂取

衛生・水の確保

疾患/発症の
予兆の
早期発見・対処

非侵襲・日常的な健康診断レベルの生体モニタリング
健診/ゲノム等のヘルスケアデータによる発症/重症化予測
ナノマシンによる体内回診/予兆医療

a2

a1

a3

a4

b1

b2

b3

b4

a5

c1

c2

c3

c4

a7

a6

a8

b5

a

b

c

Source: 各種公開情報を基にBCG分析
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社会の要請/課題、大きなトレンドと具体的な進化の例
具体的な進化 (まとめ)

芸術・文化

1. 社会の要請/課題

新しいテクノロジーの
芸術・文化への活用

社会の関心を反映
した芸術テーマの
拡大

3. 具体的な進化 (例)

XRや巨大スクリーン・ホログラム活用等の進化

ドローン群飛行/プロジェクションマッピング等による演出の進化

没入型美術館の登場

XRを活用した家庭での没入感あるライブ/演劇

脳インタフェースを通じた"夢"へのコンテンツ配信

同時通訳による複数言語コンテンツの自動制作

AIによる既存コンテンツを活用したオリジナル映像の作成

AIによる完全無人のコンテンツ制作

AI/XRにより嗜好に応じたストーリー変化

AI/ロボットでパーソナライズされた独自コンテンツ制作

NFTを使ったデジタル作品の著作権保護

スマホアプリによるプロ並みの動画コンテンツ制作と発信

アバターによるバーチャル上での交流

テクノロジーに翻弄される人間社会や生命倫理に関する
テーマの受賞

女性、人種的マイノリティ、性的マイノリティ等のテーマの
美術館での積極的な取り扱い

人間とロボット間での伝統技術の役割分担/共演

伝統文化の
デジタル活用

更なる臨場感
や驚きのある
楽しみ方

個人発信の
レベル向上

コンテンツの
パーソナライズ

日陰テーマの
主流化

a2

a1

a3

a4

b1

b2

b3

a5

a7

a6

コンテンツの
自動制作

著作権管理

2. 大きなトレンド

テクノロジーの進化への警鐘や
マイノリティに関するテーマに対する
注目

新規コンテンツの
自動パーソナライズ化/複数言語化
• 技術を活用した新たな芸術・

文化
• AIによる人が介在しない創作 等

伝統芸能でのテクノロジーの活用/リメイクa

b

d

c

既存の芸術・文化の新しい演出
• 伝統文化/芸術のテクノロジーの

活用に対する積極的な姿勢
• 新しい演出/表現、臨場感の

向上

個人の発信・交流の進化

b4

d1

d2

b5

b6

c1

c2

Source: 各種公開情報を基にBCG分析





































































(ご参考) 京都学派：日本的な課題との「向き合い方」(Approach)

日本的な課題の向き合い方：世界と人間を分け世界に抗うのではなく、世界と人とを一体のものとして捉えあるがままを受入れる
• 日本的なもの：主客一体（全体が包摂する、自身が世界の一部である）のもと、人と自然が共存し、すべてが繋がり・循環するもの

(生物の分化)
生物はもとは同じひとつのものから「分化」してきた
• 今西にとって、「分化」し、多様性が増すことが進化

を意味する。生物の歴史を「多様化」と捉える

同一生物からの分化

(主客合一／絶対矛盾的自己同一)
真の実存は、「純粋経験」の事実であり、そこには
「主観」と「客観」の区別はない
• 近代西洋哲学が確立した、認識する主体／認識

される主体という二元論の超克を目指す

相矛盾するものを自己の中に包摂する決意としての
「絶対矛盾的自己同一」
• 「禅/悪」「愛/知」「生/死」「自己/他者」「そこにいる

自分/それを支える場所」「見るもの/見られるもの」と
いった、一見矛盾・対立しあうものを包摂する

西田幾多郎
(哲学)

今西錦司
(生物学)

純粋経験

主客合一

絶対無

有 相対無

(ヘーゲル（進歩史観）へのアンチテーゼ) 
西洋的な進歩史観（アウフヘーベン）を超え、あるがままの
矛盾をそのままに受け入れる
• ヘーゲル哲学では、「正」（テーゼ）、「反」（アンチテー

ゼ）という矛盾するものを、より高次元で統合する
（「合」）という弁証法（「アウフヘーベン」）的アプローチを
採用する

• これに対して、西田哲学では、矛盾するものを、そのままに
受入れ、包摂することを目指す

(棲み分け理論／共存の世界)
相似た個体が「種社会」をつくり、「分化」を通じて相異なる
種との「棲み分ける」が進む

究極的には、地球(ゲオ・コスモス)が、個体(スぺシオン)、
種社会(スぺシア)、生物全体社会(ホロ・スぺシア)を包摂
• 「人間ではなく、環境(生態)が社会と文化の根幹を創る」
• ダーウィン的な強大なものが弱小なものを駆逐する

「自然淘汰・敵者生存」の生物観とは全く異なる
• 西洋的な唯物史観「人が環境を作り変える」とは一線を画す

全体を包摂する地球 (ゲオ・コスモス)

種社会 (スぺシア)

生物全体社会 (ホロ・スぺシア)
1902～1992年

1870～1945年

⇒西洋に先んじて「SGDs的なもの(持続可能な社会)」を体現

68個体 (スぺシオン)
(出典) デスクトップサーチ








